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吉備吉備吉備吉備のののの弥生集落弥生集落弥生集落弥生集落    

－－－－岡山県岡山県岡山県岡山県南部平野南部平野南部平野南部平野のののの遺跡群遺跡群遺跡群遺跡群からからからから－－－－    

    
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 

山本悦世 

はじめにはじめにはじめにはじめに    

「吉備の弥生集落」研究 その魅力は？ 楯築遺跡とは 

 

１１１１．．．．「「「「吉備吉備吉備吉備」」」」地域地域地域地域のののの地形地形地形地形とととと遺跡分布遺跡分布遺跡分布遺跡分布    

  吉備南部：岡山県～広島県東部の南部地域、丘陵と河川下流域に広がる沖積平野       

  砂川流域／吉井川下流域／旭川下流域／足守川下流域～総社平野／芦田川流域  

 

２２２２．．．．遺跡遺跡遺跡遺跡とととと集落集落集落集落、、、、集落景観集落景観集落景観集落景観のとらえのとらえのとらえのとらえ方方方方    

・遺跡と集落の関係／弥生時代と縄文時代の集落景観比較（集住する集落の出現） 

 

３３３３．．．．弥生集落弥生集落弥生集落弥生集落のののの調査事例調査事例調査事例調査事例    

（（（（１１１１））））旭川下流西岸域旭川下流西岸域旭川下流西岸域旭川下流西岸域（東西２㎞×南北 5㎞程度） 

前期は小規模な集落と周辺に広大な水田域 

    中期後半中期後半中期後半中期後半～～～～後期後期後期後期：：：：北北北北にににに集住集住集住集住空間空間空間空間とととと周縁周縁周縁周縁にににに水田域水田域水田域水田域＋＋＋＋南南南南にににに小規模集落小規模集落小規模集落小規模集落とととと水田水田水田水田 

【鹿田遺跡】最小単位の集落遺跡 

ａ．ａ．ａ．ａ．土地形成土地形成土地形成土地形成のののの復元復元復元復元    

中期中葉中期中葉中期中葉中期中葉～～～～後葉後葉後葉後葉における砂の堆積と後期における植物の繁茂＝土地形成の進行と安

定 

ｂｂｂｂ．．．．集落構造集落構造集落構造集落構造（竪穴住居・井戸・墓・土坑・土器だまり・溝・水田など） 

中期後半:集落成立／後期前半～後半:居住域と水田域／古墳初頭:新たな居住域増 

＊井戸・土坑・土器だまり：後期中葉を境に数が変化 

ｃｃｃｃ....後期中葉後期中葉後期中葉後期中葉をををを境境境境にににに何何何何がおきているのかがおきているのかがおきているのかがおきているのか？？？？        

・集落内での祭祀・手工業生産活動（製塩など）に変化＝他の遺跡でも共通   

【津島遺跡周辺遺跡群】】】】鹿田遺跡鹿田遺跡鹿田遺跡鹿田遺跡からからからから北北北北へへへへ約約約約２２２２㎞、㎞、㎞、㎞、２２２２㎞㎞㎞㎞四方四方四方四方の範囲に遺跡集中遺跡集中遺跡集中遺跡集中 

弥生中期:居住域の拡大→弥生中期後半:南への集落進出＋北に集住空間形成へ 

    

（（（（２２２２））））旭川下流東岸域旭川下流東岸域旭川下流東岸域旭川下流東岸域（東西４㎞×南北２㎞）    

【百間川遺跡群】東西４㎞×南北 0.5 ㎞に４遺跡 

・今谷遺跡（弥生中期中葉の掘立柱建物群）と原尾島遺跡（後期の集住域） 

・集住地での手工業生産痕跡多い(ガラス滓・鉄など)・住居規模差 
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Ex）原尾島遺跡の例：同時期に５～８基の住居 

集住地が限定的で、水田と居住域の連続（地形の特徴） 

    

（（（（３３３３））））足守川下流域足守川下流域足守川下流域足守川下流域とととと総社平野総社平野総社平野総社平野    

海側に小集落、２㎞北に複数のムラが集住する都市的景観、その周囲に農村景観か    

【【【【足守川下流域足守川下流域足守川下流域足守川下流域のののの遺跡群遺跡群遺跡群遺跡群】】】】東西 2.5 ㎞×南北６㎞、丘陵上丘陵上丘陵上丘陵上にはにはにはには楯築遺跡楯築遺跡楯築遺跡楯築遺跡    

足守川両岸および東側丘陵丘陵丘陵丘陵上上上上にににに遺跡遺跡遺跡遺跡 

・中期後葉:遺跡数･遺構数急増、平野部と丘陵部に集住を示す複数の遺跡が連続 

・後期初頭 集落再編（丘陵部消失・平野部遺跡住居増） 

＊前葉：波止場状遺構（上東遺跡）、銅鐸・貨泉・銅釧 

・後期中葉 集住域内での変化 （津寺遺跡 竪穴住居が１棟に激減） 

・後期後葉：各地の搬入土器が目立つ 

【【【【総社平野総社平野総社平野総社平野のののの遺跡遺跡遺跡遺跡】】】】東西 5.5㎞×南北２㎞程度、足守川流域と連続する位置    

南溝手遺跡・窪木遺跡：中期後半に遺構数急増（掘立柱建物群） 

後期前葉段階で終了→後期後半は小集落へ 人口流出か 

 

４４４４．．．．吉備南部吉備南部吉備南部吉備南部のののの集落景観集落景観集落景観集落景観のののの特徴特徴特徴特徴    

 

＜＜＜＜全体的特徴全体的特徴全体的特徴全体的特徴＞＞＞＞    

弥生集落：規模の異なる集落の結合体（計画的な空間配置を生み出すベース） 

中期後葉…遺跡･住居の急増＝集住形態出現 ←環境変化も一因 

後期前葉…集落再編・集住化の進行（平地に住居急増／中断も ※地域に違い）←？ 

 後期中葉前後…手工業面・祭祀面などに変化 ←人為的影響 

集落景観：足守川流域と旭川西岸域の類似性、規模の違い 

旭川東岸域は？ 手工業関連遺構の存在    →地域間の違い 

EEEEx)x)x)x)丘陵上丘陵上丘陵上丘陵上へのへのへのへの集落形成集落形成集落形成集落形成(集住)：中期後葉…砂川流域と足守川流域 

               後期前葉…前者は衰退、後者は発展的継続  

 ＊足守川流域の優位性があるのか？  

楯築の構築の意味は？   

        対外交流対外交流対外交流対外交流とのとのとのとの関連関連関連関連    

 

 

 

挿図引用文献 

・松木武彦 2013「墓と集落および人口からみた弥生－古墳移行期の社会変化－吉備南部を分析対象と

して－」『古代吉備』第 25 集 古代吉備研究会 

・江見正己 1987「弥生土器」『吉備の考古学』福武書店 

・桑田俊明 1987「備後の弥生」『吉備の考古学』福武書店 
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図２ 備後南部の遺跡分布 

（桑田 1987から引用） 

図１「吉備」地域の範囲 

（江見 1987に加筆） 

図３ 吉備南部現地形（Google earthより） 
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図５ 旭川下流域西岸の遺跡 

図４ 吉備南部の遺跡分布（松木 2013から引用） 

表１ 吉備南部における住居数と掘立柱建物の変遷（松木 2013から引用） 
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表２ 鹿田遺跡遺構一覧 

 

 

 

段階 竪穴住居 井戸 土坑
中期後葉 2 1 土壙墓2 84 内1製塩 1 2 1 84
後期前葉 8 3 土器棺７・土壙墓2 1 196 内8製塩 4～2.6 2～3 1 49～75
後期中葉 3 3 2 46 2？ 3 1 23
後期後葉 4 12 土壙墓２ 1 50 2～3 3 3.5 17～25
古墳初頭 13 10 12 37 内1製塩 2～3 5～7 5前後 12～18
※古墳初頭は２カ所に居住域

土坑
１時期の数竪穴

住居
井戸 墓

土器だ

まり

古墳時代居住域（左図はトーン部分） 
竪穴住居と炉が配される。 

弥生時代弥生時代弥生時代弥生時代のののの遺構遺構遺構遺構がががが密集密集密集密集    

トーンが濃い部分が微高地 
薄い部分は河川・低地 

図６ 鹿田遺跡の地形と弥生時代遺構の配置 
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